
2004年年会 (2004年 6月,北九州市)講演予稿集:

132.

16) 鍔本武久,高井正成,江木直子,ス-スラ トン

(2004)始薪統ボンダウン層 (ミャンマー)から産

出したカリコテリウム上科の奇蹄類化石. 日本古

生物学会 2004年年会 (2004年 6月,北九州)講演

予稿集 :43.

17) 鍔本武久,江木直子,高井正成,チットセイン,マ

ウンマウン (2005)中部始新統ボンダウン層 (ミャ

ンマー)から新たに産出した2種の偶蹄類化石.

日本古生物学会第 154回例会 (2005年 1月,山形)

例会予稿集 :75.

試訴

1) Takai,M.(2004)ThePondaungprimates:Enigmatic

"Possible"an血opoids.LectureattheNew York

ConsortiuminEvolutionaryPrimatology(Oct.2004,

Ncw York,USA)Am eriCan Museum ofNatural

History:.

2) 茂原倍生 (2005)骨や歯からのメッセージ':化石

から霊長類の進化を探る.京都大学附置研究所シ

ンポジウム (生存基盤科学の創成に向けて) (2005

年3月,宇治).

3) 茂原信生 (2004)骨格や歯が語るもの :メッセー

ジを読みとるために.長野県教育委員会埋蔵文化

財センター研修会 (2004年 12月,長野).

4) 茂原信生 (2004)日本人の由来とそこから見える

未来.名古屋市千種区医師会 (千万会)研修会

(2004年 10月,名古屋).

5) Takai,M.(2004)Searchingforfossilprimatesin

South Am erica and hstAsia,80m theMiddle

MiocenetotheLateEocene.LectureattheNewYork

Consortium inEvolutionaryPrimatology(2004* 10

月,NewYork).

6) 高井正成 (2004)霊長類の起源と進化 :サルの来

た道をたどる.第 20回日本霊長類学会大会公開シ

ンポジウム (2004年 7月,犬山).

その他

1) 高井正成 (2004)霊長研フォーラム第26回.広報

いぬやま 11月 1日号.

社会生態研究部門

生態機構分野

上原重男,M.A.Hu血lan,橋本千絵

<研究概要>

A)アフリカに生息する野生チンパンジー ･ボノボの

生態と行動

上原重男,M.A.Hu血lan,橋本千絵.

座馬耕一郎 (学振特別研究員)

タンザニア国マハレ山塊とルボンド島(ヴィク ト

リア湖),ウガンダ国カリンズ森林とプドンゴ森林,ギ

ニア国ポッソク,コンゴ民主共和国ワンバなどのアフ

リカ各地を調査地として,チンパンジーを中心に生態

学的調査をしている.最近では地域間 ･集団間の文化

(伝統)の違いを明らかにし,その進化的意義を考察

ために以下の研究を行った.マハレでは,同所的に生

息する晴乳類に及ぼすチンパンジーの狩猟圧を考察す

るために,大 ･中型は乳類のうちチンパンジーの被食

種の生息密度をモ=,タリングしている.また,チンパ

ンジーのシラミの密度を推定し,チンパンジーの毛づ

くろい行動に与える影響を調べた.地域差が極端なア

リ食行動の背景にあるアリ相の量的比較を,マハレと

カリンズのあいだで試みた.類人猿の自己治療行動研

究の一環 として,チンパ ンジーの寄生虫盛典症 と

SIVcpzウイルスによる感染を,さまざまな地域間で比

較している1.ルボンド島では,移入された西アフリカ

由来のチンパンジーの行動生態学的研究を 2000年に

開始し,島全域の植物環境を集中的に調査している.

カリンズ森林では,メスの性行動について研究を行っ

た.マハレ山塊とポッソクで,野生チンパンジーのメ

ス 2頭が性皮をこする行動の観察について,ボノボや

飼育下チンパンジーの研究と比較し報告した.

B)ニホンザルの行動生態学的研究

上原重男,M.A.Hu瓜nan.半谷吾郎 (学振特

別研究員),CADNahallage(大学院生),

J-BLeca(外国人共同研究者)

ニホンザルの自然群や餌づけ群,飼育コロニーで

調査をしている.嵐山 (京都府),小豆島 (香川児)高

崎山 (大分県),幸島 (宮崎県)等の餌づけ群と霊長研

内の放飼場コロニーでは,石遊びなどの文化的行動の

社会的学習 ･伝播機構の比較研究をした.また,屋久

島 (鹿児島県)では体温調節行動について研究を行っ

た.
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C)屋久砧のニホンザルの生憶学的研究

半谷吾郎 (学振特別研究員),

座馬耕一郎 (学振特別研究員)

屋久島 (鹿児島県)では,梅岸線から山頂部まで

の疏暁の変化が,野生ニホンザルの生息密度.活動時

間配分,食物統合.社会関係などに与える形轡を研究

した.とくにP;標識地域では,夏季に全国からボラン

ティアの学生を募って一斉調査を行い,密度や群れ柄

成などの人口学的資料を集めた.また森林伐採がニホ

ンザルに及ぼす形響やニホンザルによる種子散布につ

いて研究を行なった.

<研究発破>

原著論文

I) Fumichi,T,Hashimoto,C.(2004)Botanicaland

topographicalfactorsinnuenclngnest-Siteselectionby

･chimpanzeesinKalin2nForest,Uganda.International

Joum alofPrimatology25(4):755-765.

2) Hanya,a (2004)Seasonalvariationsin theactivity

budgetofJapanesemacaquesintheconifとrousforest

ofYakushima:effectsoffood and temperature.

Am ericanJoumalofPrimatology63(3):165-177.

3) Hanya,G,Matsubara,M.,Sugiura,H.,Hayakawa,S.,

Goto,S.,Tanaka,T.,Soltis,J.,Noma,N.(2004)Mass

mortalilyofJapanesemacaquesinawestem coastal

forestofYakushima.EcologicalResearch19:179･188.

4) Hanya,G,Yoshihiro,S.,Zarrma,K,Matsubara,H.,

Ohtake,M.,Kubo,R.,Noma,N.,Agetsum ,N.,

Takahata,Y.(2004)Environmentaldeterminantsofthe

altitudinalvariationsinrelativegroupdensitiesofthe

Japanese macaques on YaktBhima. Ecological

Research19(5):485-493.

5) Hufrman,M.A,Hirata,S.(2004)An experimental

study of leaf swallowlng in captive

chimpanzees-insights into the origin of a

self･medicativebehaviorandtheroleofsocialleamlng.

primate;45(2):1131118.

6) Kaur,T.,Hufhan,M.A.(2004)Descriptiveurological

recordofchimpanzees(Pantroglodytesschweinfurthii)

in仏ewildandlimitationsassociatedwi山 using

multi-reagentdipstickteststrips..JoumalofMedical

Primatology33(4):187･196･

7) Krief.S.,HuLrman,M,,Sdvenet,T.,Guillot,J.,Bories,

C.,Hladik,C.,Wrangham.R.W.(2005)Non･invasive

monitoringofthehealthconditionofwildchimpanzees

pantroglodytesschweinfuhii)intheKibaleNational

Park,Uganda.IntemationalJoumalofPrimatology

26(2):467･490.

8) NakamWa,M.,Uehara,S.(2004)Proximatefactorsof

difrerenttypesofgroominghand<Iaspin Mal1ale

Mountainschimpanzees:implicationsforchlmpanzee

socialcustoms.Cu汀entAn thropolgy45(1):108-114.

9) 中井牌軌 伊藤詞子,中村英知夫,HuLhan,M.A.,

西田利貞 (2004)野生霊長校の迫体､特にその骨や

歯からの個体m別について-タンザニア,マハレ国

立公園における野生チンパンジーの実例から-.霊

長類研究 20:1-9.

報告

I) 橋本千絵 (2004)ウガンダにおけるチンパンジ

ーの現状.霊長類研究 20(I):63･66.

その他雑誌

1) Nakai,M.,Zarruna,K.(2004)Positionandmovement

ofthetestesofwildchimpanzeesatMahale.Pan

A丘icaNewsll(I):4･6.

2) Zarrma,K.,houe,E.,Mwami,M.,Haluna,B.,

A也umani,S･,Huseni,S.(2004)Onthcchimpanzees

ofKakn gu,KarobwaandNtaknta.PanAfHcaNews

ll(1):8-10.

3) Zamm a,K･,Fujita,S.(2004)Genit0-genitalrubbing

amongthechlmpanzeesorMahaleandBossou.Pan

ABicaNews11(2):5･8.

4) HuLrman,M.A.(2004)チンパンジー 薬膳料理.心

理学ワール ド24(I):25-28.

5) Hufrman,M.A.(2004) Sclf･medication. "The

EncyclopediaofAnimalBehaviorVolum e3."

959-961,(ed.M.BekolT)GreenwoodPublishers,

WestportCT.

学会発表等

1) Hashimoto,C.(2004)Theriskofdeceasetransmission

intheKalinzuForest,Uganda.lstConferenceon:

Diseases-thethirdmajor血eatrorwildGreatApes?

(May.2004,Leipzig,Germany).

2) Hufrman,M.A.(2004)ThechimpanzeesofRubondo

lsland:repatriationtoAnicanandtheadaptationof

WestA鮎can chimpanzees to an EastABican

Environment.AlhcanGreatApes:evolution,diversity

andconsem tion2lCOEBiodiversityProgram(A14)

Ovhr･2004,Kyoto,Japan).
3) Kaur,T.,Singh,J.,Hu飽llan,M.A.,Moscovice,L.,

Nelson,P.(2004)CyberCHIMPP:Amobilefielddata

coIIectionsystemtofacilitatechimpanzeeresearchand

conservation.nle20th Intemational Primatological

Society Congress(Aug.2004,Torino,Italy)Folia

Pdmatologica75(SuppH):288.
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4) Mikami,A.,Nishimura,T.,Miwa,T.,Matsui,M･,

Thnaka,M.,Tomonaga,T.,MatsuZaWa,T.,Suzuki,J.,

Kato,A.,Matsubayashi,K.,Goto,S.,Hashimoto,C.

(2004)DevelopmentoftheBrain Structures,in

Chimpanzee infants. The 20th Intemational

PrimatologicalSocietyCongress(Aug･2004,Thrino,

Italy)FoliaPrimatologica74(Sup.1):303.

5)●松阪崇久,島田将喜 (京都大 ･理 ･人類進化論)

座馬耕一郎 (京都大 ･霊長研),中村美知夫,西田利

貞 (日本モンキーセンター) (2004)マハレの未

成熟チンパンジーに広がる道具を用いた水飲み行

動.第20回日本霊長類学会 (2004年7月,犬山).

6) 橋本千絵,古市剛史 (2004)ウガンダ ･カリンズ

森林におけるチンパンジーの高頻度交尾 :発情メ

スの生活リズム.第20回日本霊長類学会 (2004年

7月,愛知県).

7) 楠本千絵,古市剛史 (2004)ウガンダ ･カリンズ

森林のエコツーリズム ･プロジェクト.第41回日

本アフリカ学会学術大会 (2004年5月,愛知県).

8) 楠本千絵 (2004)ウガンダ･カリンズ森林の環境

教育-チンパンジーの森とエコツーリズム一.節

7回SAGAシンポジウム (2004年 11月,京都).

9) Moscovice,L.R.,Petrzelkova,K.,Issa,M.,Hufhan,

M.,Snowdon,C.,Mbago,F.,Kaur,T.,Singh,J.,

Graziani,伝 (2004)RoleofliaLasforintroduced

chlmpanzees(Pantroglodytes)onRubondoIsland,

TaJmnia.The 20th IntemationalPrlmatological

SocietyCongress(2004 年 8 月,Torino)Folia

Primatologica75(Suppl･1):308･

10) Sgaravatti,A.,Spiezo,CリGrassi,D.,Hu飽rlan,M･

(2004)How dochlmpanzeeslean leaf-swallowing

bchaviouェ The 20th lntemationalPrimatological

Society (2004年 8月,Torino)FoliaPrimatologica

75(Suppl.I):333･

社会構造分野

森明雄,大揮秀行,杉浦秀樹

<研究概要>

A)ヒヒ類の研究

森明雄,杉浦秀樹

サウジアラビア ･タイフ市のダムとアル ･ルーダ

フ公園を利用するマントヒヒの群で,個体群動態.行

動学的.社会学的調査を行った.イヤー ･タッグで標

識した個体の生存と所属するユニットを調べ.T社会構

造の分析を進めている.今年度も,ユニット構造の変

化を記録することができた.新たな発見としては.2003

年 1月に標識された2ユニットのメス達が,2003年 8

月,9月の44日間の調査期間中には調査地から消失し

ていたが,2004年 8月に,2つのユニットはまとまっ

て調査地に帰ってき,毎日観察された.ダムサイ ト群

は閉じられた系ではなく,近隣群との交流が重要な課

題であると分かった.この観察は,マントヒヒの特徴

的社会構造であるクラン構造の存在に疑いを呈する観

察である.

また,エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダ

ヒヒのポピュレーションの研究を引き続き行っている.

B)中央アフリカ乾燥サバンナにおける霊長類の社会

生態学的野外研究

大洋秀行

カメルーン北部でバクスモンキーの野外研究を

1986年以来行っている.今年度は,社会変動の研究を

基に,単雄群から複雄群-の社会進化のモデル作成に

取りかかった.調査地の生息嘱乳類‥鳥類のチェック

リスト資料をもとにした長期環境変遷の分析も引き続

き行っている.

C)ニホンザルの個体群動態 ･生活史 ･繁殖とその生

態学的決定要因の研究
一

森明雄,大洋秀行,杉浦秀樹,深谷もえ (大

学院生)

高崎山の餌付け集団を対象に継続個体数調査を行

い,得られた人口学的基礎資料をもとに人口学的諸変

数を求め,個体群動態の研究を進めている.昨年度に

引き続き,出産率と個体群密度,オ トナ雌数の間の相

関性を分析している (大浮).また宮城県 ･金華山.鹿

児島県 ･屋久島西部海岸地域の野生群を対象に,個体

群動態の継続調査を実施した (杉浦).
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